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并 「一糸同仁」 仁 類 同 芯 ∞

い っ し ど う じ ん
Mono-gamous Trust

2017.12.27 父士↓

2017/11/18母工

「しにせ日本」の国際績任と実責は「糸元的」か「字元的」か、
糸 経 綸 Piety to the Fil i-al 紀 子 宇

「夫婦」にはじまる「芯用秩序-蓄績」の由 緒=神倆とは、
諾 冉 信 First Thread かみわざ

2017/11/22 子商

「 隹 の 糸なみ糸隹ぐ 傅きの、子にあらわれる 夫婦の神倆」
ふるとり いと つ な かしず 父 母 かみわざ

What is the Pair-y Tale, of the Mono-gamous Birds and the Twi-nebee...
維 仁の ひ な ぶり 天 津 神 馳 使 銯仁 糸 と

「初 芯」は永縁永糾か、「中芯」は子糸孫続の神倆か、
First Thread 万 世 一 糸 Piety to the Fili-al かみわざ

2017.11.23 父農

「しにせ経綸」の規矩準縄、由 緒の「糾える 縄達 」とは、
F i l i - o c r a c y 永 円 永 糾 First Thread 字 E-volutionary-quality

「造 化 三 神」と「三位一体」の「仁権」、「諾冉が代」と「青丹吉互倫」とは、
子が産まれて父母と成る 子 ＝ 父 母 人 き み 父 母 子

「夫婦の神倆」にはじまる「糸吉び」=「 銯 」=「神の糸充」とは、
諾 冉 かみわざ む す かすがい 仁 いとみち

What is the First Thread-principle 由緒 of Fili-ocracy;

2017/11/24 母商

「 仁類 」の母半に相応しい「皇室」と「天津神制」とは、
Mono-gamous-kind も は ん ふ さ わ あまつかみ

世界を糸吉ぶのは「十 字 軍」か、「夫婦の神倆」か、 并
む す Man-papism-kind 父 母 かみわざ
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2017/11/27 子士

What is the Only Answer to the Korean Crisis「伉儷の危紀」;
高 麗 糸

「糸合せ」を「糸合う」のと「貝銭」を「貝易う」こと、
いとあわ た ま 唯物数拝 た ま

「権謀数学」の「十 字 軍」と「芯 用 蓄 績」の「しにせ経綸」、
Medici-Machiavelli Military Intelligence Accumulation of Fili-al Trust F i l i - o c r a c y

「人 類」と「仁 類」の異字元-異糸元、
Man-papism-kind Mono-gamous-kind 紀

経済学の「技 量」と政治学の「伎倆」を、比較考証できるか;
E-quantity E-quality 質 義 考 量

2017/11/30 子工

日本は「経済大国」か、「しにせ」のまほろば、
Economic animal 糸

「仁類」を「糸吉ぶ」入口 ＝「鳥居」、
Mono-gamous-kind む す 結 界

「芯 用 蓄 績」の磐座、「あまつ宮ごと」の母半、
Accumulation of Fili-al Trust いわくら 夫 婦 の 神 倆 も は ん

「神聖文字」と「言霊」の伎倆文明、
Hiero-glyphics Demotic 倆 有

「先祖と子孫」を糸隹ぐ「永縁永糾」の糸充か;
不 易 不 絶 つ な 万 世 一 糸 いとみち

2017/12/04 子商

「箕子高麗」の由緒、儒教の神統譜とは;
三 仁 伉 儷 糸 かみのいとみち

2017/12/07 父工

「 隹 は 倆性の母半 鳳と凰、 雙 あわせ 仁の神倆」
ふるとり ふ た り も は ん ちち はは ふたとり ひと かみわざ

「并」は「仁 類」の入り口か、「糸吉び」の結界か;
鳥居 Mono-gamous-kind む す 里 仁

世界を「糸吉ぶ」のは「神聖文字」か「表音文字」か、それとも、
む す Hiero-glyphics D e m i - o t i c s

「倆性：倆 全」の糾いと 銯 （神倆）、「糸合せ」の糸合ものか;
父 母 Pair-ental 字 かすがい かみわざ た ま

Which Lang-uage 表音言語 will master the use of Hiero-glyphics 表意字語, 并
T o u n g e b e - h a l f 子 宇
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「越 南」そして「高麗」は「神聖文字」を奪われたのか、
Viet-Nam K o r e a 表 意

「皇室」は「権威」=「夫婦の神倆」か、「唯我独裁」の「十 字 軍」=「権力」か；
も は ん 諾 冉 かみわざ ゆい が どくそん Man-papism-kind

2017.12.12子工

「権謀数学」の無績任消費から「縄報糾合」の芯 用 蓄 績、
Med ic i -Ma ch i av e l l i U n - f i l i - a l F i l i-a l I n format ion Accumulation of Fili-al Trust

「資 源」の量的消耗（技量）から「糸 源」の技術革新（伎倆）、
Material Resources Af ter-mathemat i cs E-quanitity Fili-al Innovation Mono-gamous Inspiration E-qua l i t y

「ウラン資源」の枯渇から「芯用蓄績」の巌 :磐座尊厳:有効活用、
貴 重 重 要 元 素 さざれいし Piety to the Fi l i-al いわお いわ く ら 永 円 永 糾

「人為=知織過半」の医術から「不易由緒」の仁術、
Ar t i f i c i a l 枝 葉 末 節 根 幹 糸 元

「唯物数拝」の「放 射 能 財 政」から「芯用蓄績」の「しにせ経綸」、
Capitalism-Communism Unleashed Power of the Atom-Fidelity 国際績任と実責 F i l i - o c r a c y

「東西儷戦」の糸冬から「新字代仁類」の糸吉びないし入口：并とは;
Primary Im-pair-ment い とふゆ M o n o - g a m o u s - k i n d む す 結 界 鳥居

What was the Pair-astroika 修理固成 of both-sides of the World-Icarus,
夫 婦 の 神 倆 儷

culminating in the Korean Crisis 伉儷の危紀, to Re-pair and Consolidate
高 麗 修 理 固 成

the primary Im-pairment, the primary source of Fidelity and Trust 芯用由緒;
糸 元 的 不 仁 不 偶 F i r s t T h r e a d 信

2017.12.14 母工

日本人には「しにせ日本仁」としての「神前結婚」と「修理固成」、
仁 人 成 仁 Re-pair and Consolidation

「しにせ」創業ないし建国の「仁糸と 銯 」、先祖と子孫を糸隹ぐ績任と実責、
糸 神 倆 かすがい つ な P i e t y t o t h e F i l i - a l

「仁 類」の入口＝并と「結界」の糸吉び、世界を字う「夫婦の神倆」はないのか;
Mono-gamous-kind 鳥 居 里 仁 む す 紛 れ 糾 諾 冉 かみわざ 無

「いしたふや みさおただしい 天馳使い、仁鳥あわせ 夫婦の神倆∞并」
慕 う べ き 貞 貞 あ め つか ふたとり 諾 冉 かみわざ
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「八百万の神」を集うのは「十 字 軍」の「破門と魔女裁判」か、
一 糸 同 仁 糸 吉 ぶ Man-papism-kind Excommunication and Crusades

「力をも入れずに天地を動かす」睦ましい睦ましい、そして更に更に、
造 化 三 神 の 姻 力 胤 力 引 力 夫 婦 の 仁 愛 親 愛 恭 敬

愛しい糸しい「夫婦の 神倆 」か;
いと 諾 冉 Mono-gamous In-spira-tion

それとも、なんと、イカロスと寅さんの「おもちち」か;
母 半

Where are the Arab philosophers of proto-Confucian 三仁伉儷 Scholasticism,
箕 子 高 麗

What was the Mono-gamous-theism-theogony of Mono-gamous Providence-proper,
耦 生 神 一 芯 教 万 世 一 糸 天 津 神 神 統 譜

the First Thread-Trust 芯用 of all af-fili-ations and International Law 規矩準縄の由緒;
信 一 糸 同 仁 糸 元

「占う」の由 緒は「数術」か、夫婦の「 貞 （卜+鼎）」＝糸充＝神統か、
卜 First Thread うらない 仁 糸 Fidelity いとみち Sh in t o

2017.12.27 父士

「縄 報 化」された「芯 用 蓄 績」の糸組、
ただしくむくわれる Accumulation of Fili-al Trust 仕

「糾程環理」の「中期的」評価制度、「姻力:胤力:引力」価値とは;
縄 報 的 縄 達 仁 忠 義

「万葉の鶺鴒とは」代々木公園 2017 年 12 月 19 日 09:40am
せきれい
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2017.11.20母工 2017.11.17母士 pdf 2017.11.13父工 pdf

2017.11.09 父士 pdf 2017.10.22 子士 pdf 版

「糸本論」 2017.12.24子工pdf 2017.12.10 子農 pdf
Fil i-ocracy

「丹青は 浮世を糸吉ぶ 青丹吉、ひと糸みゆる 産霊の仁糸 Spir-it 」
おもちち まが む す あおによし 仁 すじ む す び にいと 糾=字い

著述者：栗山 茂幸 fujissance.org 并

「二人して 結びし紐を ひとりして 吾れは解きみじ 直に逢ふまでは∞」
ただ あ

（万葉集:2919）

∞并

http://www.fujissance.org/newisland/first-thread171120.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/first-thread171117.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/first-thread171113.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/filia171109.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/filia20171022.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/filia171224.pdf
http://www.fujissance.org/newisland/filia171210.pdf

